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研究成果の概要（和文）：　禅林における幼童・少年僧をめぐる文筆活動について、現存する作品集を対象として、そ
の存在意義を具体的に究明することに努めた。艶詞文芸と詩（偈頌）の総集の二分野について、特質の解明と隆盛の様
相の観点から、実態を探求した。
　現存する作品集の現状を把握し、成立時における存在意義を確認した上で、研究の現状（今日的評価）と比較した。
艶詞文芸の作品集については適宜選択し、完本を作成して読解を進め、具有する特徴を明らめた。詩（偈頌）の総集に
ついても、編纂過程や収集源の解明、作品読解を通じ、存在意義について考察した。

研究成果の概要（英文）：This is a careful and considered investigation of the significance of existing 
literary work of young and adolescent monks in Zen temples.The two areas from romantic literary works and 
the general collection of poems or 'geju'(eulogies in praise of Buddha) were considered from the 
viewpoints of explaining their true nature and characteristics as well as aspects of understanding their 
prosperity.

研究分野：人文学

キーワード： 五山文学　艶詞文芸　詩（偈頌）の総集　禅林聯句　錦繍段（抄）　続錦繍段（抄）　総称「一節集」
　新選集・新編集

  １版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
（１）組織に課せられた重要事の一つは、次

代を担う人材を育成することにある。禅林に

おいても、喝食や少年僧に対して、特別に処

遇し、英才教育を施し、将来の大成を期した

模様である。 

（２）当該活動を二分し、第Ⅰは、禅林にお

いて喝食や少年僧を対象に、半ば慣例行事化

した文芸として成立した艶詞文芸の分野、第

Ⅱは、喝食や少年僧の教育・文筆修行の教材

として用いられたと推される詩（偈頌）の総

集の分野として、調査・検討することを進め

つつあった。 

（３）艶詞文芸については、辻善之助『日本

仏教史（中世篇之三）』（岩波書店、昭 24）

以来、否定的な評価が主流であったが、再評

価の論調も生まれつつあった。筆者は後者の

立場に立つ。 

（４）詩（偈頌）の総集については、禅林で

流布した初学（幼学）書の中で、特に本朝禅

僧が編纂した作品集を取り上げた。基礎的作

業を踏まえた上で、紹介、解説し、若干の論

述を進めた。 
 
２．研究の目的 
（１）現存する作品集の状況を把握し、未収

集作品集について補完する。 

（２）成立時における存在意義を確認した上

で、研究の現状（今日的評価）と比較する。 

（３）艶詞文芸の作品集については、作品の

読解を進め、具有する特徴を明らめる。 

①禅林聯句の現存作品集を、文筆修養・育

成の観点から、その存在意義を明らめる。 

②半ば慣例行事化した艶詞文芸作品を、禅

林内の恒例行事として捉えることにより、

存在意義の新たな一面を明らめる。 

③艶詞（艶詩と啓箚）を、従来の見方にと

らわれず、禅林世界が創出した創作劇と解

することによって再評価する。 

（４）詩（偈頌）の総集については、編纂過

程や収集源の解明、作品読解を通じ、存在意

義について考察する。 

①五山版の新撰貞和集・重刊貞和集に収載

される作品の検討を通じ、特徴と問題点を

見出す。 

②新選集・新編集・錦繍段（抄）・続錦繍

段（抄）が、初学（幼学）書として急速に

受容されるにいたる過程を解明し、その要

因に迫る。 

③中華若木詩抄を、基礎的な研究を踏まえ

た上で、初学（幼学）書としての存在意義

を明らかにする。 
 
３．研究の方法 
（１）資料収集 

 本研究の遂行に当たり、未収集の作品集が

多く含まれる分野としては、一つは艶詞文芸

の分野における艶詩（狭義）と啓箚からなる

作品集であり、一つは詩の総集である錦繍段

（抄）と続錦繍段（抄）である。これらを中

心に関連作品集・資料を所蔵する諸機関に出

向き、再確認、調査、収集した。 

（２）作品集（諸本）の特徴整理と作品の読

解 

 作品集が具有する特徴は、その集が成立し

た背景と存在意義を明らめることになり、作

品の読解はそのジャンル特有の表現と内容

（観念的世界と価値の転換）を探ることにな

る。前者については錦繍段（抄）と続錦繍段

（抄）、後者については艶詞文芸を中心に据

えて考究した。 

（３）再評価に具えての準備 

 従来より顧みられることの少ない分野で

あり、改めて脚光を浴びせ、再評価されるた

めに、紹介論文を用意すると同時に、何より

も基本となる作品集については諸本を整理

した上で翻刻して公刊に応えられるように

準備する必要があることを痛感し、極力実行

に移した。 

 
４．研究成果 

（１）所在が確認されている、艶詞文芸と詩



（偈頌）の総集、さらにこれに関連する未収

集の作品集について、所蔵機関に出向いた上

で改めて実物を調査し、手写や直接撮影の場

合もあるが、多くは複写を依頼して収集した。

国会図書館、福井県立文書館、西尾市岩瀬文

庫、神奈川県立金沢文庫、同歴史博物館、鎌

倉国宝館、東京大学史料編纂所、慶應義塾大

学三田メディアセンター貴重書室、天理大学

附属天理図書館、大谷大学図書館、京都大学

図書館等に及ぶが、特に内閣文庫、大東急記

念文庫、建仁寺両足院、東洋文庫については

毎年度出張を果たした。 

 

（２）艶詞文芸分野・禅林聯句については、

特に京都大学附属図書館平松文庫所蔵「東遊

集聯句」（内題）を翻字した。当該本の特徴

としては、全句にわたり作者名が注記されて

いるため、諸本との校合、さらには各句の作

者が特定された上での解釈（特に当座的性格）

について、大いなる前進が期待される。 

 

（３）艶詞文芸・試筆詩と試筆唱和詩につい

ては、将軍家を出自とする喝食・維山周嘉の

例を取り上げ、紀要論文「景徐周麟の文筆活

動―延徳四年＝明応元年（３）―」（後掲、

主な発表論文等欄参照）において、慣例行事

化の実態を詳述した。 

 

（４）艶詞文芸・送行詩と紹寄詩に関連し、

当代の遣明船の派遣準備の実態と禅林の役割

を解明するために、「第一五回遣明船派遣と

葦洲等縁」と標題して、紀要論文「景徐周麟

の文筆活動―延徳四年＝明応元年（４）―」

（後掲、主な発表論文等欄参照）において、

実態を詳述した。葦洲の法嗣が「木母集」作

品群（後出）の宛人・東叔等元である。 

 

（５）艶詞文芸・艶詞（艶詩と啓箚） 

①『蔭涼軒日録』に描かれる、宛人・雲英

宗悦に対する艶詞に関わる活動記事につい

て検討し、雑誌論文「演出された文芸『艶

詞』に関わる活動―宛人・雲英宗悦の場合

―」（後掲、主な発表論文等欄参照）に発

表した。現場の状況・実態を把握すること

で、艶詞文芸の再評価の気運が高まること

を期待した。 

②東叔等元を宛人とする艶詞活動につい

て、差出人・梅雲承意『歳寒集』（建仁寺

両足院蔵）所収の「木母集」作品群を、紀

要論文「景徐周麟の文筆活動―延徳四年＝

明応元年（２）―」（後掲、主な発表論文

等欄参照）において、特別に立項して紹介

し、分析を施した。 

③大東急記念文庫蔵『一節集』についての

精査結果を論考に纏め、艶詞文芸における

最初の本格的な作品集と見なされている総

称「一節集」の全貌を解明するとともに、

心田清播の別集の完成版を整えることがで

きた。 

④大東急記念文庫蔵『歳寒集』については、

史料編纂所謄写版本の原本である久原文庫

旧蔵本であった。 

 

（６）詩（偈頌）の総集 

①『錦繍段（抄）』の諸伝本の調査・収集

を徹底し、底本を定めて諸本間の校合を進

めるとともに、収集源である『新選集』『新

編集』の諸本と比較、検討することにより、

編纂過程と入集状況の解明に努めた。その

際には、作者名表記を一つの指標とした。 

②『続錦繍段（抄）』についても、諸伝本

の調査・収集を徹底し、底本を定めて諸本

間の校合を進めるとともに、収集源である

『新選集』『新編集』の諸本と比較、検討

することにより、編纂過程と入集状況の解

明に努めた。その際には、作者名表記を一

つの指標とした。 
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